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◇
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施
日

；
２

０
１

７
年

０
３

月
１

８
日

(土
)～

１
９

日
(日
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晴
 

 
 

◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
、

山
口

泰
宏

(１
泊

２
日

)。
川

島
 

功
、

橋
本

 
梓

、
 

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
畑

林
清

子
、

 

上
村

洋
司

、
竹

中
卓

治
。
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◇
実

施
日

；
０

３
月

１
８

日
( 土

) 
晴

 
 
 

◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

名
。

 

２
月

２
６

日
、

新
宮

で
の

小
仲

坊
改

築
慰

労
会

の
席

上
、

前
鬼

林
道

が
開

通

す
る

ま
で

使
わ

れ
て

い
た

牛
抱

道
の

古
道

が
話

題
に

挙
が

り
、

新
宮

か
ら

帰

る
日

に
川

島
さ

ん
宅

へ
古

い
地

図
を

受
取

に
行

っ
た

。
 

牛
抱

道
は

、
釈

迦
ケ

岳
の

釈
迦

如
来

立
像

を
担

ぎ
上

げ
た

オ
ニ

雅
( 岡

田
雅

行
) も

通
っ

た
昔

か
ら

の
道

で
、
前

鬼
川

の
流

域
が

険
し

く
集

落
の

南
に

そ
び

え
る

９
０

３
ｍ

の
急

峻
な

ピ
ー

ク
を

越
え

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

前
鬼

に
住

ん

で
い

る
人

が
水

田
と

畑
の

耕
作

用
に

小
牛

を
連

れ
て

行
こ

う
と

し
た

時
、

あ

ま
り

の
急

斜
面

で
小

牛
が

歩
か

な
く

な
り

、
仕

方
な

く
小

牛
を

抱
き

上
げ

て

登
っ

た
こ

と
か

ら
そ

の
名

前
で

呼
ば

れ
て

い
る

。
 

預
か

っ
て

き
た

地
図

は
、
昭

和
４

４
年

の
２

万
５

千
分

の
一

の
地

形
図

で
、

牛
抱

道
は

描
か

れ
て

い
る

が
、

林
道

は
途

中
ま

で
し

か
な

い
。

こ
の

地
図

を

も
と

に
、

現
在

の
地

形
図

に
ウ

エ
イ

ポ
イ

ン
ト

を
落

と
し

て
、

G
P

S
に

転
送

し
て

準
備

を
し

て
い

た
。

 

行
仙

宿
か

ら
２

１
世

紀
の

森
ま

で
の

点
検

巡
視

が
１

９
日

に
な

っ
た

た
め

、

１
８

日
に

小
仲

坊
へ

寄
っ

て
、

五
鬼

助
さ

ん
に

お
話

を
伺

っ
て

か
ら

行
仙

宿

に
前

泊
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

前
鬼

口
か

ら
林

道
に

入
り

、
西

の
谷

( 不
動

の
湯

の
看

板
が

あ
る

) を
渡

っ

て
す

ぐ
の

と
こ

ろ
に

牛
抱

道
の

登
り

口
が

あ
る

は
ず

な
の

で
、

G
P

S
を

睨
み

な
が

ら
ゆ

っ
く

り
と

車
を

進
め

る
。

 

G
P

S
が

示
し

て
い

る
場

所
に

着
い

て
い

る
が

、
山

側
は

モ
ル

タ
ル

吹
き

付

け
擁

壁
に

な
っ

て
い

て
、

登
り

口
な

ど
見

当
た

ら
な

い
。

少
し

広
く

な
っ

て

い
る

場
所

に
車

を
止

め
て

、
歩

い
て

確
認

し
た

が
、

距
離

５
０

ｍ
位

は
擁

壁

が
続

い
て

い
る

。
も

う
ち

ょ
っ

と
先

か
、

と
思

い
ゆ

っ
く

り
と

走
る

と
、

コ

ン
ク

リ
ー

ト
擁

壁
が

途
切

れ
た

部
分

に
、
桟

木
と

朽
ち

た
土

止
め

が
見

え
た

。

G
P

S
に

登
録

し
た

場
所

と
は

約
２

０
ｍ

違
っ

て
い

た
が

、
間

違
い

な
く

こ
こ

が
登

り
口

だ
と

確
信

し
た

。
 

 
 

 
 

 

西
の

谷
を

過
ぎ

て
 

 
 

 
 

こ
の

辺
の

は
ず

だ
が

 
 

 
 

登
り

口
発

見
 

 
 

 
 

 

林
道

ゲ
ー

ト
 

 
 

 
 

 
積

雪
路

面
が

続
く

 
 

ミ
ツ

マ
タ

が
咲

き
始

め
た
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林
道

ゲ
ー

ト
を

過
ぎ

る
と

、
路

面
に

積
雪

が
現

れ
る

。
数

日
前

に
降

っ
た

雪
が

ま
だ
残

っ
て

い
た

。
 

午
後

３
時

前
、
ミ
ツ
マ

タ
が
咲

き
始

め
て

い
る

小
仲

坊
に
到

着
し

、
五

鬼

助
さ

ん
に

地
図

を
見

て
頂

い
て

お
話

を
伺

っ
た

。
 

五
鬼

助
さ

ん
は

、
正

確
に

は
覚

え
て

い
な

い
と
言

わ
れ

た
が

、
登

り
だ

し

は
急

斜
面

、
そ

の
後

の
ト
ラ
バ

ー
ス

は
植

林
の
境
界

で
ネ
ッ

ト
が
張

っ
て

あ

る
。
尾
根

か
ら

前
鬼

が
良

く
見

え
る

場
所

が
あ

る
、

現
在

林
道

の
最
後

の
橋

の
と

こ
ろ

に
昔

は
木
造

の
橋

が
あ

っ
た
等
々

、
手
掛

か
り

と
な

る
お

話
を
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

 

西
の

谷
付
近

の
登

り
口

が
発

見
で

き
た

の
で

、
小

仲
坊

で
の
滞

在
は
短

時

間
で
済

み
、

G
P

S
の

ウ
エ

イ
ポ

イ
ン

ト
を
書

き
込

ん
だ

地
図

を
お

渡
し

し
て

池
原

に
向

か
っ

た
。

帰
り

道
で

前
鬼

側
の

登
り

口
を
探

し
て

み
た

。
地

図
に

示
さ

れ
て

い
る

付
近

に
そ

れ
ら

し
い

場
所

を
確

認
し

た
が

、
積

雪
が

あ
っ

た

の
で

上
部

に
は

登
ら

ず
に

、
林

道
か

ら
の
観
察

に
と

ど
め

た
。

 

 
 

 
 

 

前
鬼

側
の

登
り

口
？

 
 

 
西

の
谷

側
を

上
か

ら
 

 
 

 
 

上
方

の
様

子
 

 西
の

谷
付
近

の
登

り
口

は
普

通
に

走
っ

て
い

る
と
全

く
気

付
か

な
い

。
う

っ
か

り
通

り
過

ぎ
て

し
ま

い
、
Ｕ

タ
ー

ン
し

て
確

認
に
戻

っ
た

。
１

０
ｍ
程

登
っ

て
み

た
ら

、
踏

み
跡

は
薄

い
が

道
ら

し
き

も
の

が
続

い
て

い
た

。
こ

の

様
子

な
ら

上
部

へ
の

道
も
必

ず
残

っ
て

い
る

と
思

う
。

 

牛
抱

道
は

、
五

鬼
助

さ
ん

に
よ

る
と

牛
抱
坂

が
通
称

で
、

西
の

谷
か

ら
尾

根
ま

で
の

急
な

上
り
坂

を
さ

し
て

い
る
よ

う
だ

が
、

古
道

と
し

て
の
価
値

か

ら
前

鬼
ま

で
の

道
全
体

を
牛

抱
道

と
表
記

し
た

。
西

の
谷

の
登

り
口

が
ほ
ぼ

確
定

で
き

た
の

で
、
近

日
中

の
踏
査

を
実

施
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
 

 池
原

で
「

き
な

り
の

湯
」

に
入

り
、

少
し
早

い
が
夕
食

を
済

ま
せ

て
行

仙

宿
に
向

か
う

。
白

谷
ト

ン
ネ

ル
の

通
行

止
め
解
除

を
確

認
し

て
補
給

路
登

山

口
に
到

着
。

山
口

さ
ん

の
車

と
な

に
わ
ナ

ン
バ

ー
の

車
２
台

が
止

ま
っ

て
い

た
。
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ

を
準

備
し

て
登

り
始

め
る

、
モ
ノ
レ

ー
ル
終

点
で
真

っ

暗
に

な
っ

た
。

 

午
後
７

時
２

０
分

行
仙

宿
に
到

着
、

山
口

さ
ん

と
阿
倍

野
の
佐
藤

さ
ん

が

出
迎

え
て

く
れ

た
。
佐
藤

さ
ん

は
先

日
も

行
仙

宿
に

泊
ま

ら
れ
「
明

日
は

地

蔵
岳

ま
で

ピ
ス

ト
ン

し
て

帰
る
」

と
の
事

だ
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

白
谷

隋
道

の
通

行
止

め
解

除
確

認
 

行
仙

宿
に

到
着

 
 

 
 

行
仙

宿
の

宿
泊

者
 

 

発
電
機

を
動

か
し

、
３

人
で
ジ
ョ

イ
ン

ト
マ
ッ

ト
を
敷

き
詰

め
た

。
修
復

後
の
発
電
機

は
一
発

で
始

動
、
気
温

が
低

い
た

め
か
始

動
直
後

は
回

転
数

が

安
定

し
な

か
っ

た
が

、
数

分
後

に
安
定

し
た

回
転

に
な

り
、

そ
の
後

約
３

時
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間
運

転
し

た
が
何

も
問

題
は
無

か
っ

た
。

 

午
後

１
１

時
に
消
灯

し
て
就
寝

、
午

前
２

時
半

に
目

が
覚

め
、
ス

ト
ー
ブ

に
マ
キ

を
追

加
、

数
時

間
後

に
山

口
さ

ん
が
薪

を
足

し
て

く
れ

た
よ

う
で

、

朝
ま

で
比
較
的
暖

か
く

過
ご

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

明
け

方
の

小
屋
内

は
６
℃

、
外
気
温

は
０
℃

だ
っ

た
。
    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

前
鬼

口
1
4
:
0
0
→
1
4
:
5
0
前

鬼
1
5
:
1
0
→
1
6
:
1
5
池
原
1
7
:
3
0
→
1
8
:
1
5
補
給

路
登

山
口
1
8
:
2
5
→
1
9
:
2
0
行

仙
宿

。
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；
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検
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０
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９

日
(日

) 
 

晴
 

 
 

◇
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加
者

；
梶

野
照

雄
、

山
口

泰
宏

(前
泊

)。
川

島
 

功
、

橋
本

 
梓

、
 

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
畑

林
清

子
、

 

上
村

洋
司

、
竹

中
卓

治
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

１
名

。
 

２
０

日
に

実
施

す
る

計
画

で
あ

っ
た

が
、

天
候

が
下

り
坂

で
午

後
か

ら
雨

か
も

し
れ

な
い

と
の

予
報

で
、

春
に

は
４

日
の

晴
天

は
望

め
な

い
と

判
断

し
、

金
曜

日
に

１
９

日
(日

)に
実

施
変

更
を

参
加

予
定

者
に

連
絡

し
た

。
残

念
な

が
ら

都
合

で
３

名
が

参
加

出
来

な
く

な
っ

た
。

 

 
新

宮
６

時
前

に
沖

﨑
、

川
島

車
で

出
発

。
上

葛
川

経
由

で
２

１
世

紀
の

森
・
東

屋
の

駐
車

場
で

川
島

車
を

停
め

、
８

人
が

沖
﨑

車
に

乗
り

補
給

路
登

山
口

へ
。

 

２
１

世
紀

の
森

を
過

ぎ
る

と
、

路
肩

・
斜

面
等

の
所

々
に

残
雪

が
あ

る
が

路
面

は
乾

い
て

い
る

。
週

明
け

に
相

当
雪

が
降

っ
た

様
で

あ
る

。
 

９
日

に
白

谷
ト

ン
ネ

ル
の

冬
季

通
行

止
め

が
解

除
さ

れ
た

の
で

、
整

備
さ

れ
た

跡
が

あ
り

順
調

に
約

３
５

分
で

補
給

路
登

山
口

に
着

く
と

、
尾

鷲
の

竹
中

さ
ん

が
待

機
さ

れ
て

い
た

。
モ

ノ
レ

ー
ル

を
動

か
し

川
島

・
沖

﨑
・
生

熊
・
児

嶋
さ

ん
が

乗
り

、
そ

の
他

の
方

は
歩

い
て

登
る

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
上

の
補

給
路

沿
い

に
少

し
残

雪
が

あ
る

。
天

気
が

良
い

が
遠

く
の

山
々

は
春

霞
で

霞
ん

で
い

る
。
８

時
半

前
に

行
仙

宿
に
到

着
し

、
前

泊
の

山

口
・

梶
野

さ
ん

と
合

流
す

る
。

 

彼
岸

で
あ

り
お
供

え
菓
子

を
取
替

て
、
生
熊

さ
ん
導
師

で
「
本

日
の
峰

中

安
全
」
等

の
勤

行
を

す
る

。
 

 
 

 
 

 

本
日

の
参

加
者

 
 

 
 

 
佐

田
ノ

辻
付

近
の

尾
根

道
 

 
巡

視
路

分
岐

か
ら

の
奥

駈
道

 

 本
コ

ー
ス

を
歩

く
の

は
初

め
て

の
方

も
あ

り
笠
捨

山
山
頂
経
由
班
(
沖

崎
・

山
口
・
竹

中
・
生
熊

千
)
と
笠
捨

山
捲

道
(
鉄
塔

巡
視

路
・
旧
逓

信
道
)

班
に

分
か

れ
、
槍
ヶ

岳
手

前
の

２
６
鉄
塔

で
合

流
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

生
熊

さ
ん

は
、
沖
﨑

車
を

２
１

世
紀

の
森

へ
回

送
し

て
下

さ
る

こ
と

か
ら

１
人
残

り
、
モ
ノ
レ

ー
ル
終

点
上

の
補
給

路
を
整

備
し

て
下

さ
る
事

に
な

り
、

無
線
機

で
交

信
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

 

積
雪

の
鉄

塔
巡

視
路

(旧
逓

信
道

)を
辿

る
 

 
 

２
４

鉄
塔

か
ら

の
槍

・
地

蔵
岳
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笠
捨

山
撒

道
(
鉄
塔

巡
視

路
)
に

入
る

と
、

数
日

前
に
降

っ
た

雪
が
多

く
残

っ
て

い
て

、
ス
パ
ッ
ツ

を
持

っ
て

こ
な

か
っ

た
事

を
反
省

す
る

。
 

こ
の

積
雪

で
石

も
氷

付
い

て
い

て
。

思
い

切
り
踏

な
い

と
動

か
せ

ず
、

落

枝
の
撤
去

に
留

め
、

５
月

連
休

中
の
補
修
箇

所
を

見
届

け
る

巡
視

に
し

た
。

 

 
 

 
 

２
４

鉄
塔

の
ベ

ン
チ

で
休

憩
 

 
葛

川
辻

側
の

巡
視

路
分

岐
 

 
２

６
鉄

塔
か

ら
の

槍
ヶ

岳
 

 
 ２

４
鉄
塔

の
ベ

ン
チ

で
小
休

止
後

、
葛

川
辻

側
の
捲

道
分
岐

で
休
憩

。
 

川
島

が
担

い
で

い
た
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
の

オ
イ

ル
キ
ャ
ッ
プ

が
外

れ
て

オ
イ

ル
が
無

く
な

っ
て

い
る

、
積

雪
の
捲

き
道

で
滑

り
尻
餅

付
い

た
時

に
開

い
た

と
思

わ
れ

る
。

 

こ
の

間
に

、
児
嶋

さ
ん

は
笠
捨

山
へ

の
奥
駈

道
へ

少
し

上
り
標
識

を
設
置

し
て
戻

ら
れ

た
が

、
梶

野
・

上
村

さ
ん

が
追

い
着

い
て

来
な

い
。

ど
う

し
た

の
だ

ろ
う

、
山
頂
班

へ
行

っ
た

の
で

あ
ろ

う
か
・
・
・

。
 

待
合
せ

場
所

の
槍
ヶ

岳
手

前
の

２
６
鉄
塔

へ
と

進
み

、
日

当
た

り
の
良

い

場
所

で
待
機

し
て

い
る

と
、

約
１

０
分
遅

れ
て

山
頂
班

が
到

着
し

た
が

、
梶

野
・

上
村

さ
ん

が
一
緒

に
来

て
い

な
い

。
 

生
熊

さ
ん

に
無
線

で
両

名
が
戻

っ
て

い
な

い
が

確
認

す
る

と
、
戻

っ
て

な

い
と

の
返
答

。
 

昼
食

は
、

地
蔵

岳
を

越
え

て
か

ら
に

し
た

く
、
沖
﨑
氏

が
残

り
１

１
時
半

迄
待

っ
て

来
な

け
れ

ば
、
戻

っ
て
両

名
と
合

流
し

て
行

仙
宿

へ
戻

る
事

に
し

て
、

先
行
(
川

島
・
橋
本
・
児
嶋
・

畑
林
・
生
熊

千
・

山
口
・
竹

中
)
す

る
。

 

 
 

 

 
 

 
地

蔵
岳

山
頂

 
 

 
 

 
 

 
垂

直
の

鎖
場

を
下

り
る

 
 

 
残

雪
の

四
阿

之
宿

 

 

槍
ヶ

岳
と

地
蔵

岳
の
岩
稜
鞍

部
で
昨
夜
同

宿
し

た
佐
藤
氏

と
す

れ
違

う
。

 

地
蔵

岳
山
頂

で
小
休

止
し

、
垂
直
鎖

場
を

登
っ

た
ピ

ー
ク

で
和
歌

山
の

３

人
組
(
上
葛

川
か

ら
登

り
葛

川
辻

を
経

て
戻

る
)
と

す
れ

違
う

。
 

所
々
残

雪
の

在
る

地
蔵

岳
の
難

所
も
無
事

に
過

ぎ
、
四
阿
之

宿
と
東
屋

岳

(
1
2
3
0
m
)
の

日
当

た
り

の
良

い
尾
根

道
で
遅

い
昼
食

を
始

め
る

。
約

５
分
強
遅

れ
て

、
沖
崎
・

梶
野
・

上
村

さ
ん

が
追

い
着

い
て
総
勢

１
０

名
が
揃

う
。

 

梶
野
・

上
村

さ
ん

は
、
捲

道
の

道
の
悪

い
箇

所
を
補
修

し
な

が
ら

来
た

の

で
遅

く
な

っ
た
様

で
あ

る
。

 

 
 

 

陽
の

あ
た

る
東

屋
岳

山
頂

寄
り

尾
根

で
昼

食
 

 
 

 
 

倒
木

を
鋸

で
切

除
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１
３

時
前

に
四
阿
之

宿
を
出
発

、
残

雪
も
無

く
な

る
。

 

山
口

さ
ん

が
朽

木
倒

木
切
除

、
上
村

さ
ん

は
歩

行
に
支
障

と
な

る
枝

を
剪

定
鋏

で
切
除

し
て
下

さ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

剪
定

鋏
で

支
障

の
枝

切
除

 
 

 
鉄

塔
で

休
憩

 
 

 
 

 
 

辿
っ

て
来

た
笠

捨
山

～
地

蔵
岳

 

 

２
６
鉄
塔

か
ら
難

所
の

地
蔵

岳
・
東
屋

岳
の
撒

道
の

巡
視

路
と
出

会
う

、

こ
の
捲

道
を

歩
い

た
事

が
な

い
の

で
、

一
度

歩
い

て
見

た
い

。
 

鉄
塔

地
点

で
小
休

止
。
此
処

か
ら

は
笠

捨
山

か
ら

地
蔵

岳
を

辿
っ

て
来

た
奥

駈
道

及
び

中
八

人
山

方
面

の
山

並
み

が
一

望
さ

れ
た

が
、

釈
迦

ヶ
岳

辺
り

は
霞

ん
で

い
る

が
真

っ
白

で
あ

る
。

 
 

 
 

 

香
精

山
山

頂
 

 
 

 
 

 
 

 
岩

壁
・
貝

吹
之

野
に

て
 

 
塔

の
谷

峠
(貝

吹
金

剛
) 

 
 

 
 

古
屋

の
辻

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

世
紀

の
森

案
内

板
前

に
て

 

四
阿

の
宿

か
ら

古
屋

ノ
辻

間
に

小
倒

木
を

３
～

４
本

処
理

し
た

。
 

朝
の

行
仙

宿
辺

り
で

は
、
非
常

に
寒

く
感
じ

た
風

も
、

２
１

世
紀

の
森

へ

と
下

る
頃

に
は

、
爽
や

か
で
心

地
良

い
風

に
な

っ
て

い
た

。
 

１
５

時
半

に
点

検
巡

視
を
無
事
終

え
て
下

山
下

す
る

と
、
沖
﨑

車
を

２
１

世
紀

の
森

へ
回

送
し

て
下

さ
っ

た
生
熊

さ
ん

に
出
迎

え
ら

れ
た

。
 

案
内

板
前

で
本

行
事

の
終
礼

と
記
念
撮
影

を
す

る
。

 

新
宮
組

は
、
沖
﨑

車
で
此
処

か
ら

帰
宅

。
補
給

路
登

山
口

に
駐

車
の

山
口
・

梶
野
・
竹

中
さ

ん
は

、
川

島
車

で
補
給

路
登

山
口

に
送

り
と

ど
け

、
解
散

と

し
た

。
 

尚
、
葛

川
辻

側
の
笠
捨

山
撒

道
分
岐

に
「

上
級

者
向

け
」

の
標
識

、
 

こ
の

地
点

か
ら

の
南
奥
駈

道
に

、
児
嶋

さ
ん

作
製

の
道
標

を
６
枚
設
置

し
た

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
5
:
5
0
→
7
:
0
0
２

１
世

紀
の

森
・
東
屋
7
:
0
5
→
7
:
4
0
補
給

路
登

山
口
7
;
4
5

→
8
:
2
5
行

仙
宿
8
:
4
5
→
8
:
5
0
巡

視
路

分
岐
→
9
:
2
5
２

４
鉄
塔
9
:
3
0
→
1
0
:
2
5

奥
駈

道
の

巡
視

路
分
岐
1
0
:
4
0
→
1
0
:
5
5
２

６
鉄
塔
1
1
:
1
0
→
1
1
:
3
5
地
蔵

岳

1
1
:
4
0
→
1
2
:
1
3
四
阿
之

宿
(
東
屋

岳
)
1
2
:
5
5
→
1
3
:
0
8
檜
之

宿
跡
→
1
3
:
2
0
鉄

塔
1
3
:
3
0
→
1
3
:
3
5
香
精

山
→
1
4
:
0
0
貝

吹
之
尾
根
1
4
:
0
5
→
貝

吹
之

野
1
4
:
1
5

→
1
4
:
2
0
塔

の
谷
峠
→
1
5
:
0
8
古
屋
ノ
辻
→
1
5
:
3
0
２

１
世

紀
の

森
・
東
屋

1
5
:
4
0
(
新

宮
組

帰
宅
)
→
1
6
:
1
5
補
給

路
登

山
口
(
解
散
)
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
畑

林
。
写
真

；
川

島
・

梶
野
)
    


